
河道掘削

河道掘削

樹木伐開

凡例

浸水想定範囲

（戦後最大の平成12年(東海(恵南)

豪雨)に対する想定氾濫解析）

大臣管理区間

■氾濫をできるだけ防ぐ・
減らすための対策

・堤防整備、河道掘削、樹木伐開
・耐震対策、粘り強い堤防の検討
・矢作ダム再生

■被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

・河川防災ステーション、防災拠点等の
整備、広域防災ネットワークの構築、
排水作業準備計画の検証

・住民、教育機関、企業等への出前講座の実施

・国・県による洪水ハザードマップ作成支援

・水害リスクの高い区間の監視体制の整備

・危機管理型水位計による水位情報提供

・国・県・市が連携したタイムラインの運用

・洪水プッシュ型情報配信

・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進

・河川管理者等と水防団等の情報共有

・自治体職員対象の排水ポンプ車運転講習会
の実施

・流域住民と協働した河川の治水機能等の保
全の取組み 等

国土交通省豊橋河川事務所 流域治水パッケージ事業
～日本の産業を支える「ものづくり拠点」を水害から守る流域治水対策～

対策メニュー

■被害対象を減少させるため
の対策

・不動産業界等と連携した水害リスクに関
する情報の開設 等

防災拠点

防災拠点

防災拠点

堤防整備

鵜の首地区水位低下対策

河道掘削

広域防災ネットワーク
の構築

耐震対策の検討

粘り強い堤防の検討

粘り強い
堤防の
検討矢作ダム再生

事前放流

位置図

短期 中・長期

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定
破線：取組を検討中 、実線：取組を遂行中または計画済み

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生し
たことを踏まえ、矢作川水系においても、事前防災対策を進める必要がある。

○日本の産業を支える「ものづくり拠点」であるが、狭窄部や台地・山地に挟まれた地域
に都市機能や産業が集積し、水害リスクが高い流域であることから、河道掘削等の
河道改修や被害対象を減少させるための対策、広域防災ネットワーク構築等のソフト
対策を合わせて実施し、浸水被害の軽減・早期復旧を図る。

○これらの取組により、国管理区間においては、戦後最大の平成12年9月洪水（東海
（恵南）豪雨）と同規模の洪水を安全に流し、流域における浸水被害の軽減を図る。

○河川対策でも解消されない内水浸水被害やいつ発生するか分からない整備計画規
模を超える降雨に対応するため、河川整備と共に土地利用規制等のソフト対策を実
施する流域治水を早急に進める必要がある。

第4回矢作川流域治水協議会
資料-5
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既設ダム洪水調節機能強化
～日本の産業を支える「ものづくり拠点」を水害から守る流域治水対策～

○今回の取組後の状況（最大）○現在の矢作川水系の状況

総有効貯水容量の約１６％ 総有効貯水容量の約４３％

洪水調節容量

１，５６０万m3

総有効貯水容量
９，７００万m3

総有効貯水容量
９，７００万m3

洪水調節容量

１，５６０万m3

洪水調節に利用可能
な容量

４，１９０万m3

組織名

国土交通省中部地方整備局
豊橋河川事務所

豊田市

愛知県建設局 岡崎市

岐阜県県土整備部 明治用水土地改良区

国土交通省 中部地方整備局
矢作ダム管理所

豊田土地改良区

愛知県農林基盤局 矢作北部土地改良区連合

中部電力株式会社
矢作川沿岸土地改良区連合

農林水産省 東海農政局
木曽川水系土地改良調査管理事務所

矢作南部土地改良区連合

愛知県公営企業管理者企業庁

矢作川水系ダム管理連絡調整協議会

○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生し
たことを踏まえ、矢作川水系においても、事前防災対策を進める必要がある。

○日本の産業を支える「ものづくり拠点」であるが、狭窄部や台地・山地に挟まれた地域
に都市機能や産業が集積し、水害リスクが高い流域であることから、河道掘削等の
河道改修や被害対象を減少させるための対策、広域防災ネットワーク構築等のソフト
対策を合わせて実施し、浸水被害の軽減・早期復旧を図る。

○これらの取組により、国管理区間においては、戦後最大の平成12年9月洪水（東海
（恵南）豪雨）と同規模の洪水を安全に流し、流域における浸水被害の軽減を図る。
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岡崎市 流域治水パッケージ事業
～水害から暮らしを守る強靱な都市づくり～

• 岡崎市沿川の矢作川では、堤防整備や河道掘削、樹木伐開等が進められている。
• 下水道事業では、八帖雨水ポンプ場等の雨水対策施設の整備を進めている。
• 農業用ため池の低水管理をはじめ、農地の多面的機能（田んぼダム）を検討している。

商
業
施
設
な
ど

都
市
機
能
を
守
る

・立地適正化計画における「防災指
針」の策定検討

・止水板等設置工事費用補助制度

・防災拠点の整備（国）
・矢作川避難計画の策定

・堤防整備（国）
・粘り強い堤防の検討（国）

・地下貯留事業
・農地の多面的機能（田んぼダム）の検討
・農業用ため池の保水機能検討
・農業用ため池整備
・農業用排水機場整備

・下水道（雨水）整備 ■氾濫をできるだけ防ぐ・減ら
すための対策

・堤防整備（国）
・粘り強い堤防の検討（国）
・河道掘削（国）
・樹木伐開（国）
・下水道（雨水）整備
・地下貯留事業
・農地の多面的機能（田んぼダム）の
検討
・農業用ため池の保水機能検討
・農業用ため池整備
・農業用排水機場整備

■被害対象を減少させるための
対策

・立地適正化計画（防災指針）の策
定検討

・民間事業者による貯留施設設置
・止水板等設置工事費用
補助制度

■被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

・広域防災ネットワークの構築（国）
・防災拠点の整備（国）
・矢作川避難計画の策定
・水害対応ガイドブック配布
・洪水プッシュ型情報配信
・要配慮者利用施設の避難確保計
画作成の促進

・防災出前講座、防災研修会の実施
・避難勧告マニュアルの修正

短期
対策メニュー

中・長期

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定
破線：取組を検討中 、実線：取組を遂行中または計画済み

乙川

矢
作
川

青字：水ビジョンの取組

矢作川流域図

３

樹
木
伐
開

河
道
掘
削



碧南市 流域治水パッケージ事業
～ 災害に強い都市づくり ～

• 碧南市沿川の矢作川では、耐震対策や粘り強い堤防検討等が進められている。
• 河道状況の調査に応じ、樹木伐開、河道掘削が進められている。
• 矢作川河口付近で、防災拠点の整備が進められている。
• 立地適正化計画における「防災指針」の策定検討を進めているほか、一時退避場所（公園）の機能付加について検討を進めている。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減ら
すための対策

・耐震対策の検討（国）
・粘り強い堤防の検討（国）
・樹木伐開、河道掘削（国）

■被害対象を減少させる
ための対策

・立地適正化計画における
「防災指針」の策定検討

■被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

・広域防災ネットワークの構築（国）
・防災拠点の整備（国）
・一時待避場所（公園）の機能付加
検討

・防災出前講座の実施
・警戒レベルを用いた情報伝達の
周知

・水防訓練の実施
・要配慮者利用施設の避難確保
計画作成の促進

短期対策メニュー 中・長期

矢
作
川

・耐震対策の検討（国）
・粘り強い堤防の検討（国）

・耐震対策の検討（国）
・粘り強い堤防の検討（国）

工場や住宅
商業施設など
都市機能を守る

矢作川流域図

・一時待避場所（公園）の機能付加
検討

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

破線：取組を検討中 、実線：取組を遂行中または計画済み

・樹木伐開、河道掘削（国）

・防災拠点の整備（国）

・立地適正化計画における
「防災指針」の策定検討
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豊田市 流域治水パッケージ事業
～安心、安全な暮らしとものづくり産業を守る治水対策～

矢作川流域図

矢
作
川

粘り強い堤防
の検討（国）

■被害の軽減、早期復旧・復興のための
対策

・広域防災ネットワークの構築（国）
・３D洪水ハザードマップの作成
・水害被害予測シュミレーションの実施
・避難所等防災拠点の見直し
・水位計・カメラ・センサー等の設置、ＡＩの活用等
による情報収集体制の強化
・避難勧告等判断・伝達マニュアルの改訂
・防災出前講座の実施
・マイ・タイムライン作成ワークショップ等の開催
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進

短期対策メニュー 中・長期

※・短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定
・破線：取組を検討中、実線：取組を遂行中または計画済み

河道掘削、鵜の首開削（国）

■被害対象を減少させるための対策
・立地適正化計画における「防災指針」の作成
・浸水実績区域等での規制強化に向けた検討

３D洪水ハザード
マップの作成

下水道（雨水）
の整備 ■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策

・河道掘削、鵜の首開削（国・県）
・粘り強い堤防の検討（国）
・準用河川等の改修、浚渫
・公共施設整備による湛水区域の保全
・下水道（雨水）の整備
・雨水貯留浸透施設の設置の検討
・ため池や排水機場等の農業用施設の整備検討
・水田貯留機能向上の支援
・森林の整備・保全

湛水区域の保全

粘り強い堤防
の検討（国）

豊田防災
ステーション

安
心
、
安
全
な

暮
ら
し
と

も
の
づ
く
り

産
業
を
守
る

浸水実績区域等での
規制強化に向けた検討

・対象エリアについては、現在検討中であり、今後の調整の結果、変更となる場合があります。

• 豊田市沿川の矢作川では、河川整備計画に基づき、河道掘削、鵜の首開削、矢作ダム再生事業等が進められている。

• 気候変動による降雨量の増加を踏まえ、特定都市河川流域における浸水拡大を抑制する観点から河川整備や貯留施設の設置、また、雨水が
一時的に湛水する土地の湛水機能の保全、確保を検討していく。

• 3D洪水ハザードマップの作成やマイ・タイムライン作成の支援などにより市民の防災意識向上を図る。
• 立地適正化計画における「防災指針」の作成など、水災害リスクを踏まえた防災まちづくりを検討していく。

浸水実績区域等での
規制強化に向けた検討

５



安城市 流域治水パッケージ事業
～官民が協働して防災・減災の視点を取り入れた雨水対策を推進～

• 安城市沿川の矢作川では、河道掘削や樹木伐開、粘り強い堤防検討等が進められている。
• 大規模災害に備え、地域住民による「手作りハザードマップ」の作成を支援。
• 耕作者との協力による水田貯留の実施面積を拡大。
• 優良農地の保全による多面的機能の活用。
• グリーンインフラの促進により、自然環境が有する多様な機能を活用するとともに、雨水貯留槽の設置と合わせ、雨水利用を推進。
• 立地適正化計画における「防災指針」の策定を検討する。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減ら
すための対策

・河道掘削、樹木伐開（国）

・粘り強い堤防の検討（国）
・水田貯留の面積を拡大
・農地の多面的機能の活用
・グリーンインフラの促進

短期対策メニュー 中・長期

矢
作
川

・粘り強い堤防
の検討（国）

・粘り強い堤防
の検討（国）

・立地適正化計画における
「防災指針」の策定検討

矢作川流域図

・河道掘削（国）
・樹木伐開（国）

・水田貯留面積の拡大
・農地の多面的機能を活用

・防災拠点の整備（国）
・手作りハザードマップの作成

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

破線：取組を検討中 、実線：取組を遂行中または計画済み

住宅など
生活基盤を守る

■被害対象を減少させるため
の対策

・立地適正化計画における
「防災指針」の策定検討

■被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

・広域防災ネットワークの構築
（国）
・防災拠点の整備（国）
・手作りハザードマップの作成
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西尾市 流域治水パッケージ事業
～日本の産業を支える「ものづくり拠点」を水害から守る治水対策～

• 西尾市沿川の矢作川では、耐震対策や粘り強い堤防検討等が進められている。

• 当該地区では、排水機による事前排水により、貯水量を確保して流出抑制を進める他、立地適正化計画策定時にイエローゾーン等の指定を検
討、また、防災公園の機能付加について検討を進める。

• 特に、気候変動による降雨量の増加を踏まえ、矢作川流域における浸水拡大を抑制する観点から、河川の流水や雨水を一時的に貯留する機
能を有する土地の保全を図る必要。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減ら
すための対策

・耐震対策の検討（国）
・粘り強い堤防の検討（国）
・排水機による事前排水
・排水機場の機能強化(更新・耐震)
・ため池の活用（洪水調整機能）
・水田の活用（畦畔の嵩上げ・補強）

■被害対象を減少させるための
対策

・下水道施設の耐水化
・住宅浸水対策補助制度
・立地適正化計画策定時における
「防災指針」の検討

■被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

・広域防災ネットワークの構築（国）
・貯留区域内の避難路整備検討
（冠水対策）

・防災公園（高台避難地等）の整備検討
・防災出前講座の実施
・要配慮者利用施設の避難確保計
画作成の促進

・住民への避難情報の発信
（広報にしお・ＨＭ・防災アプリ）
・避難勧告の発令及び水害対応に着
目したタイムラインの作成

・隣接市等への広域避難体制を構築

短期対策メニュー 中・長期

矢作川流域図

鹿乗川 矢
作
川

工場や住宅
商業施設など
都市機能を守る

・耐震対策の検討（国）
・粘り強い堤防の検討（国）

米津観測所■

・耐震対策の検討（国）
・粘り強い堤防の検討（国）

・排水機による事前排水
・排水機場の機能強化（更新・耐震）
・ため池の活用（洪水調整機能）
・水田の活用（畦畔の嵩上げ・補強）

・下水道施設の耐水化
・立地適正化計画策定時における
「防災指針」の検討

・貯留区域内の避難路整備検討
（冠水対策）

・防災公園（高台避難地等）の整備検
討

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

破線：取組を検討中 、実線：取組を遂行中または計画済み ７



幸田町 流域治水パッケージ事業
～ 流域治水で守る生活といのち ～

• 幸田町沿川の広田川では、平成12年の東海豪雨と平成20年８月末豪雨の２度において発生した破堤の対策として河道改修等が進められてい
る。

• 当該地区では、市街地の開発等に伴う広田川への流出増に対し、「菱池遊水地」の整備によって河川の水を一時的に貯留し流域下流の市街地
等における水害リスクを軽減させるための事業が進められている。

■氾濫をできるだけ防ぐ・減ら
すための対策

・雨水貯留浸透施設設置補助制度

■被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

・大規模特定河川事業一級河川
広田川（菱池遊水地）（県）
・風水害ハザードマップの作成
・たん水防除事業等県営事業の費用
負担

短期対策メニュー 中・長期

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

破線：取組を検討中 、実線：取組を遂行中または計画済み

菱池遊水地
予定地

たん水防除事業
鷲田地区

たん水防除事業
新田地区

緊急農地防災事業
菱池開墾地区 排水機場

たん水防除事業
菱池地区

広
田
川

矢作川流域図

８



矢作川流域図

中部森林管理局 流域治水パッケージ事業
～ 森林整備・治山対策 ～

▪森林地域においては、森林の有する水源かん養機能や土砂流出・崩壊防止機能の向上を図ることにより、流域治水対策を推進。

▪このため、間伐等の森林整備を適時適切に実施するとともに、山地災害等により機能が低下した荒廃地・荒廃森林については機動的に治山対策
を実施。

短期対策メニュー 中・長期

※短期目標は5年程度、中・長期目標は10～20年程度を想定

実線：取組を遂行中または計画済み

庄内川

写真はイメージです。

復旧後復旧前

治山対策

間伐後間伐前

山腹工 渓間工

森林整備

森林整備により下層植生を繁茂させ、降雨に伴う土壌流出を抑制。

間伐を実施し、樹木の成長や下層植生の繁茂を促すことが必要。
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A区 B区

間伐未実施

間伐実施後

※恩田裕一編（2008）人工林荒廃と水・土砂流出の実態
※土砂量：2006年6月～11月の6ヶ月間、総雨量：1,048㎜

(m3/ha)
流出する土砂量が減少

森林整備の効果森林整備の効果

間伐の実施で土壌の孔隙量が増え保水容量が増加。

○ 森林施業の実施による浸透能の向上効果

○ 森林施業による土砂流出抑制効果等

膨潤な森林土壌

□大孔隙量

■中孔隙量

■小孔隙量

■微孔隙量

間伐により保水容量の増加

無間伐林
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間伐林

新重山 ヒノキ林

※服部ら「間伐林と無間伐林の保水容量の比較」（2001）

※玉井幸治「森林の持つ『洪水災害の軽減機能』について」
山林第1635号（2020）

降
水
量

河
川
流
出
量

森林土壌の発達によりピーク流出量は減少

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすた
めの対策

●流出抑制対策
・森林保全
（森林整備（間伐））
（森林の適正な管理）

●土砂災害対策
・治山施設の整備
（治山対策）
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